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我々はこれまでに，語彙・構文的言い換えの事例研究を通じて，言い換えに必要な言語知識の種類を

明らかにするとともに，それらを実装し，各種語彙・構文的言い換えを実現してきた．本稿では，先

行研究ならびに我々のグループの研究で得られた知見を横並びに分析し，さまざまな言い換えに用い

ることができる部品として再構成することを提案する．具体的には，言い換え後の不適格性を修正す

る知識に焦点を当てる．まず，先行研究で報告されている言い換え規則と事例分析に基づいて部品を

定義した．また，さまざまな語彙・構文的言い換えにおいて，各部品の再利用性を調査した．

キーワード 	 語彙的言い換え，修正に基づく構造変換，知識の部品化と再利用
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� はじめに
言い換えは，ある言語表現を，できるだけ意味を

保持したまま同一言語の別の表現に変換する処理
である．言い換えはこれまでに，機械翻訳，要約，
推敲支援などの応用分野においてそれぞれ独立に必
要性が論じられ，前処理としての導入など個別的な
試みがなされてきた．しかし近年，自然言語処理の
諸分野においてさまざまな応用が考えられる重要な
要素技術として，研究者の関心も高まってきている
.�� ��/．
ひとくちに言い換えといっても様々な現象が考え
られるが，近年，次の 0�1～0�1の例のような，内容
語の置換に重点を置いた語彙的言い換えに関する試
みがいくつか報告されている .��� 2� �� �/．我々の
研究グループでも，語彙・構文的言い換えのための
言い換えエンジン ����.��/を開発し，これを用い
てさまざまな語彙・構文的言い換えの事例研究を進
めている .�/．

0�1 激しい自動車戦争に進む公算が大きい。
�激しい自動車戦争に進む可能性が大きい。

031 犯人は警察に逮捕された。
�犯人は警察に捕まえられた。

0�1 先頭との距離を縮める。
�先頭との距離が縮まる。

これらの研究では，単語から他の単語，動詞交替な
ど，個別の現象に焦点を当て，事例分析に基づいて
言い換え規則などの知識を作成し，計算機上に実装
している．言い換えの研究は未だ萌芽的段階にある
ので，今後もこのような事例研究を重ねることには
意義がある．
しかしながら，あらゆる問題を考慮して頑健な言
い換え規則を作ろうとすると，言語的制約や付随的
な変形手続きを含む複雑な表現になってしまう．た
とえば，近藤らは 031のような言い換えを実現する
ために 041のような規則を示している．

041「サ変名詞＋する」から動詞相当句への言い換え

サ変名詞 � さ � れる � �個以上の接尾辞�

�) 「サ変名詞 5 さ」を動詞相当句に置き換
える．

3) 動詞相当句の活用形を「さ」に一致させる．

�) 動詞相当句の主辞がサ変動詞か子音動詞
なら「れる」，それ以外なら「られる」を
接続させる．

4) 「れる」 0もしくは「られる」1の活用形を
もとの「れる」に一致させる．

�) 接尾辞をコピーする

041の下線部は，動詞の種類に合わせて接尾辞を定
める手続きであり，0�1のような言い換えにも必要
である．しかし，変形手続きや語彙に関する制約な
どが別の言い換えにも利用できるとしても，041の
ようになっていては共有は容易でない．

0�1 犬が彼に噛み付く。
�彼が犬に噛み付かれる。

事例研究がある程度のバリエーションを持ち，知
見が蓄積されてきた現在，さらにさまざまな事例研
究を進めるのと並行して，個別の研究で得られた知
見を横並びに分析し，統合する作業に取り組むこと
も必要である．そこで，本研究では，さまざまな語
彙的言い換えを計算機上で実現する際に必要となる
言語知識を，再利用が容易な部品として再構成する
ことを目的とする．本稿では，部品化のアプローチ
と知識の同定作業の現状について報告する．
以下，3 節では提案する言い換えのモデルと部品

の定義を示し，� 節で具体的な部品化の方法につい
て述べる．4 節では部品の再利用性についての調査
結果を示す．� 節で知識の部品化と語彙的言い換え
における課題を整理し，� 節でまとめる．

� 言い換えと知識の部品化

��� 部品化の方針

共有できる知識，部品化された知識は先行研究の
中ですでにいくつか示されている．
鍜治らは，テキスト中の単語を国語辞典の語釈文

に言い換える際に，次の 4つの整形処理を用いてい
る .�/．

0�1 語釈文を整形する処理

�) 入力文の態によって，格助詞を変換する．

-) 格助詞を提題化する．

�) 「など」を削除する．


) 用言が埋め込まれる場合は，接尾辞を整形
する．

これらがどのような処理を担うのかを想像すること
はできるが，どのような条件で用いるのか，出力は
どのような適格性を保証されているのかなどは明示
的に示されてはいない．
また，織らが文献 .�3/で提案している『テキスト

の合成演算』も部品化された知識であるといえる．
それは，この演算では，3つの文，文間の関係など
の入力データの具体例，出力テキストが満たすべき
制約が明示的に定義されているからである．再利用
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文体の調整

時制の調整

重複する格の整合

語順の整理

格助詞の補完

内容語の指示的意味
の整合性の評価

構造変換知識

社長は政財界に
顔が広かったです

社長は政財界によく
知られていたです

社長は政財界によく
知られていました

入力テキスト

言い換えテキスト

統語的に適格な
言い換えテキスト

意味的にも適格な
言い換えテキスト

言語的不適格性
を解消する部品群

(言語モデル)

言い換え前後の
整合を取る部品群

(等価性保証モデル)

主たる言い換え
のための部品群

社長は政財界によく
知られているたです 修正

プロセス

図 �	 想定する言い換え生成モデル

を容易にするためには仕様を定める必要があるの
で，このような定義は参考になる．
部品としては，さまざまな入出力，処理単位を持

つものを定義することが可能だが，我々は，さまざ
まな言い換えで共有できるように可能な限り単純な
0プリミティブな1 処理を部品として定義する．

��� 言い換え生成モデル

知識の部品化のアプローチは，次に示すような仮
説に基づいている．

� 複雑に見える言い換えの多くは，比較的単純な
0プリミティブな1 言い換えの組み合わせで実
現できる．

� 原文の一部を言い換えただけでは不適格な文
が生成される可能性がある．これを修正した
り，棄却したりするための知識は，言い換えの
種類をまたいで共有できる可能性が高い．

� 辞書的知識も，言い換えを生成する制約，言語
的適格性を保証するための知識として，応用横
断的に利用できる可能性がある．

とくに，041，0�1で例示したような，言語的・意味
的に不適格な文を修正する処理に焦点を当て，図 �

の言い換え生成モデルを考える．
図 �では，修正のために言い換え前のテキスト

を参照する必要があるか否かで修正プロセスを大
きく 3つのステージに分類している．一つは，言い
換え後のテキストの言語的な不適格性を解消するた
めの部品の集合 0言語モデル1であり，もう一方は，
言い換え前後の整合を取るための部品の集合 0等価
性保証モデル1である．それぞれのステージは，部

修正/棄却規則集合

社長は政財界に
顔が広かったです

社長は政財界によく
知られていました

入力テキスト

変換後のテキスト

修正後のテキスト

言語的不適格性
を解消する規則群

(言語モデル)

主たる言い換え
のための規則群

MDS

MDS

MDS

NしかVしない
=> NだけVする

SSR 表記の言い換え規則
MDSへの変換

(形態素・構文解析)

文字列化

生成規則集合

言い換えテキスト

入力テキスト

図 3	 ����の言い換え生成モデル

品が自律的に修正・棄却処理を行う黒板モデルを考
える．
本研究では，図 �のモデルに準じた図 3のよう

なモデルを持つ言い換えエンジン ����.��/を用い
て，語彙的言い換えの実現に取り組む．����は具
体的には次のような特徴を持っている．

� 対象テキストを，内部では形態素の係り受け
に基づく依存構造 	
� 06��(���� �������

7�(��
��� ���������1 の形式で扱う．

� 主たる言い換えのための規則 0変換規則1，不
適格な表現を修正8棄却する規則 0修正規則1の
3種の言い換え規則を扱う．変換規則の適用後
に，適用可能なすべての修正規則を適用して，
言語的な不適格性を取り除く．

� 言い換え規則は，言い換え規則記述のために
用意された ��� 0���(��9�
 67� :�+������1

表記を用いて記述する．021のように，;�� <

の両側に，文字列と単純な記号でパタンを記述
したものを宣言的に記述する．規則の適用条件
にあたるのは表現対の左辺であるが，02-1の
ようにアノテーションを付加することで細か
く指定できる．言い換え規則も内部では 67�

の形式で扱われる．

021 否定表現を言い換える規則の ���表記 .�2/

�) �しか �しない �� �だけ �する�
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-) ��表記 �=何とか��する �原形 �=する�し
かない �� �するのは �だけ�

� 部品化する知識の同定

まず，先行研究で提示されている言い換え規則か
ら次のような手順で部品化する知識を探る．

�) 複雑な言い換え規則に埋め込まれている修正
処理に相当する知識をすべて取り出し，部品の
候補とする．

3) 言い換えエンジン ����を用いて変換規則を
組み合わせて適用し，言い換えテキストを網羅
的に生成する．

�) 複雑な規則でも，細かい修正処理の組み合わせ
でも，同じ言い換えを生成できるのであれば，
修正処理は，変換規則から切り離して部品化す
ることができるとみなす．変換規則を適用する
際の情報を引き継ぐ必要がある場合は，変換規
則に依存しているとみなし，変換規則に再度埋
め込む．

4) 3と �を，可能な限り繰り返す．

分析に用いた例文の規模は次に示す通りである．

� 格交替 0態・使役の交替，動詞交替1： 文献 .�/

で例示されている 3�文

� 否定表現の言い換え： 文献 .�2/で規則作成に
用いられた京大コーパス中の ���文

� 機能語相当表現の言い換え：文献 .4/で規則作
成に用いられた例文 ���文

� 「サ変名詞＋する」から動詞相当句への言い換
え： 文献 .2/で例示されている 3�文

たとえば，041の言い換え規則は，次の 4つの処
理に分割した．0��1が主たる言い換えのための規
則であり，0�-1～0�
1が修正処理にあたる．

0�1 �) 「サ変名詞＋する」を対応する動詞相当句
に置き換える．

-) 対象文の主動詞の活用形を修飾先の語に合
わせて修正する．

�) ヴォイス表現がある場合は，直前の動詞に
あわせて「れる」「される」を選択する．


) ヴォイス表現「れる」 0または「られる」1
の活用形を修飾先の語に合わせて修正する．

����でこれらを組み合わせて言い換え事例を生
成した結果 041と同じ言い換えを生成できたので，
0�-1～0�
1すべてを 0��1に依存しない処理である
と同定した．
次に，0�-1と 0�
1 のように，修正処理が同じも

のは，対象を抽象化し，「活用語の活用形を係り先の
語に合わせて修正する」のような部品としてまとめ
あげ，修正処理の仕様を定めた．図 �において部品
は自律的に作用するものを仮定してるので，次の 3

点を明示的に定めた．

� 局所的な適格性 0あるいは不適格性1 に基づく
部品の発動条件 �

� 部品が担う処理内容 �

仕様を定めた修正部品の一部を付録 #に示す．こ
こでは，図 �と同様に，言い換え前のテキストを参
照する必要があるか否かで部品を分類してある．

� 再利用性の検証

��� 実験の概要

部品化する知識を同定する過程で，結果としてさ
まざまな種類の語彙的言い換えの変換規則が ����

上に実装された．変換規則作成および部品化する知
識の同定作業に用いていない未知のデータを用い
て，定義した修正部品の再利用性を調査した．
具体的には，まず京大コーパス �月�日分の ��33�

文を対象とし，次の 2種の変換規則を適用して 2�3

件の言い換え事例を得た．

＜分＞ 分裂文から無標文への言い換え

0�1 収録されているのは約一〇〇〇人の人物だ。
�約一〇〇〇人の人物が収録されている。

＜格＞ 格交替 0態・使役の交替，動詞交替1.�/

0��1 米国の多くの地域が悪天候に 見舞われた。
�悪天候が米国の多くの地域を見舞った。

＜否＞ 否定表現の言い換え .�2/

0��1 参加すべきでない。
�参加してはいけない。

＜機＞ 機能語相当表現の言い換え .4/

0�31 先輩とはいえ一軍枠を争うライバル。
�先輩だけど一軍枠を争うライバル。

＜動＞ 動詞句間の言い換え
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表 �	 修正部品の要求頻度
対象は未知の文 ����� 文，��� は分析対象中では当該事例が確認できたもの

変換規則の種類 ＜分＞ ＜格＞ ＜否＞ ＜機＞ ＜動＞ ＜語＞ ＜慣＞ 合計
変換規則数 ���	
 �� �
 ��
 ��� 
���� 
� ���
� ����

のべ事例数 �� ��� �� ��� 
� ��� �� ���
評価事例数 �� ��� �� ��� 
� ��� �� �
�

修正を必要としない事例数 � � �� 
� � �� �� �
�

語の活用形修正 � �� �� �� �� �� �� ���
機能語の連接修正 � � � � � ��
格助詞の補完 � � � �
重複する格の整合 � � �� � ��
兄弟格の整合 
 
 � �
修飾語同士の整合 � � �
格と主動詞の整合 �
 � � �
 ��
修飾語と主動詞の整合 � � � � 

言語モデル：その他 � ��� � � ���
内容語の指示的意味の整合 �
 �� �� ���
テンス・アスペクトの整合 � � �
モダリティの整合 � �
語順の整理 � � � �
文末表現の整合 � � � 

主題・陳述構造の整合 � � � � � ��
節間，文間の修辞的関係の整合 � � 

等価性保証モデル：その他 � �� �� �� � �


慣用表現・固有表現の誤認 � 
 � �� � 
�
規則・辞書の不備 � � 
 �� �� ��
����のバグ �構造変換
 � �� � � �� ��
����のバグ �パージング
 � � �� �� 
 �


0��1 得票総数が投票者数を上回ることが判明。
�得票総数が投票者数を超えることが判明。

＜語＞ 単語 0「サ変名詞＋する」も含む1から同概
念語，語釈文への言い換え .2� 3� �/

0�41 大統領は十七日付の書簡で了承した。
�大統領は十七日付の書状で了承した。

＜慣＞ 慣用表現から字義通りの表現の言い換え

0��1 事態に早急に終止符を打つ。
�事態を早急に終わらせる。

次に，各事例について，不適格性を修正8棄却す
るために定義した部品を用いることできるか否かを
判定した．部品ごとに必要とされた回数を数え上げ
た結果が表 �である．なお，部品として仕様を定め
ていない修正処理を必要とする場合もあったので．
これは ;その他<とした．
;＜格＞<～;＜機＞<と ;＜語＞<の一部は，分析

結果に対する追試になるが，その他の言い換えを取
り上げた理由について触れておく．;＜分＞<は，語
彙的言い換えの事例を対象として定義した部品が，
より構文的な言い換えにも再利用が見込めるか否
かを調査するために取り上げた．;＜動＞<は翻訳

�単語を対象とする言い換えの規則数が少ないのは，対応す
る表現対を辞書として実装しているためである．辞書のエント
リは ������ 語．

用の辞書 .��/から同じ英語格フレームを持つ動詞
句対を自動獲得したものである．格フィラーに選択
制限が付与されているので単純な動詞の言い換えと
は異なる種類とみなして用いた．;＜慣＞<も国語
辞典の語釈文 .�4/から自動獲得したものであるが，
慣用表現か字義通りの意味かの判断基準を設けてい
ないため，完全に他の言い換えとは排反な種類の言
い換えとはみなせない．したがって，この規則を用
いることによって得られた事例と部品の要求回数は
参考値とみなす．

��� 考察

表 �から，定義した修正部品のいくつかが，変
換規則の種類をまたいで利用できることが確認でき
た．変換規則が，単語の単位に依存するもの，活用
語を対象とするもの，新しく内容語を生成するかな
どに依存する傾向も見られたが，少なくとも，一種
類の言い換えを対象に規則を作り込むのに比べると
再利用性は高いといえる．

対象テキストのドメインが替わったり，新たな種
類の変換規則を持ち込んだり場合でも，定義済みの
部品がある程度の修正処理を担うことができるとは
期待できる．しかし，定義済みの部品では扱えない
処理も同様に増えるのであれば，知識作成のコスト
が抑えられず，部品化の効果が高いとはいえない．
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これについて，現状では実際にどれだけ対応できる
かの予測は立てられていないが，少なくとも，修正
すべき問題をときほぐして共通の処理を部品化する
ことで，残されている問題も単純化できているとは
考えられる．

� 議論

共通の修正処理は，仕様を定めて部品化して共有
しようというのが，本稿の主張である．この主張に
対し，部品の仕様を定める，それらを組み合わせる
際にいくつかの議論すべき点がある．

��� 発動条件をどのように設定するか

まず，各部品の発動条件となる適格性，あるいは
不適格性の記述方法を定める必要がある．

6�������らが提案する >#��は，文法的に適
格な文を文法・語彙が制限された言語へ言い換える
システムである .�/．>#��では，目標となる制限
言語を満たさない部分を次の 3種類の手法を組み合
わせて検出している．

�1 制限言語とみなす文のみを受理するような文
法を用意しておく．これを用いてパージングで
きなければ，理由を推論しユーザに書き換えを
要求する．

-1 制限言語とみなさないパタンを列挙しておく．
このすべてを用いてエラーチェックを行い，い
ずれかにマッチしたら自動的に書き換える．

我々は 6�������らのように具体的な言い換えの
目的を設定していないので，�1のようなアプローチ
は漠然としすぎていて採用できないように見える．
しかし，部品化によって問題を切り分け，部品ごと
に修正の目的となる局所的な適格性を定義すること
は可能であると考えられる．たとえば，『語の活用形
修正』では，対象を抽象化して活用型のレベルで扱
えば，正しい出現パタンを網羅することができる．
一方，『格と主動詞の整合』のように，内容語 �語
�語の共起に基づくため抽象化が難しい問題は，す
べての正例を書き尽くせない．かつ，-1 の手法で
負例を書き尽くすことも不可能である．

現状では，各部品が発動条件を満たすか否かを判
定する機構を実装できていないが．したがって，�1，
-1両方を柔軟に組み合わせることができるように
設計する必要がある．

��� 何を目指して修正するのか

『語の活用形修正』が担う「係り先に対して適切
な活用形に修正する」など，統語的な適格性を保障
する処理は，言語生成や，推敲支援の先行研究で，
実現方法がある程度示されている．この他の適格
性として，前後文脈との結束性や，意味的な適格
性，等価性を計算する仕組みを実現しなくてはなら
ない．
今回語彙的言い換えとして扱った中には，態・使

役の交替のように，むしろ構文的な構造変換に重点
がおかれた言い換えもあった．すなわち，連体節を
主節から切り離したり，分裂文を無標文にする言い
換えと同様に，主題展開を評価したり，前後文との
修辞的関係が適切，かつ言い換え前から保存されて
いることの評価が必要であった．前後文脈との結束
性，あるいは文脈との修辞的関係の適格性の評価つ
いては，文分割を題材に，再利用可能性を考慮した
評価モデルの構築が始められており .��/，これを部
品として実装することも考えられる．
また，修正知識の一部を，言い換え前後の等価性

を保証するためのモデルとして示したが，こちらも
モダリティ要素，文体など，比較的抽象度が高いレ
ベルの等価性は容易に保証できると考えられる．し
かし，言い換え前後の文の命題や内容語の持つ指示
的意味が変化していない，ということを保証すると
いうことのハードルは高い．アプローチとしては，
�1「任意の単位のテキストの意味を計算する」と普
遍的な意味を扱う，31「言い換え前後の意味の差分
が所与の文脈で無視できるか否かを計算する」と近
似的に扱う，の 3つが考えられる．�1のアプローチ
を取るための枠組として，
�������&� ?�'����.��/

がよく知られている．しかし，前提となる大規模な
語彙知識は白紙の状態であるし，既存の辞書は言い
換えを目的に編纂されたものではないため，そのま
ま持ち込むことはほとんどできない．我々は，31の
アプローチで，普通名詞に焦点を当て，任意の 3 語
の意味の共通部分と差分を国語辞典の語釈文の共通
部分と差分で近似する手法を提案した .3/が，必ず
しも文脈に関わらない静的な言い換え対とするのは
適切でないことが明らかになった．意味の計算に既
存の言語資源を持ち込む際には，静的知識 0辞書1

と動的知識 0処理部品1 をうまく分類しなくてはな
らない．

��� どのように組み合わせるか

本稿では，部品を組み合わせて適切な言い換えを
含む言い換え候補集合を生成することを目標として
いた．しかし，実時間処理を考えると，不適格な言
い換えを回避するために，何らかの制約に基づく戦
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略的な生成を実現しなくてはならない．
@����らは，文法的なパタンと単語の共起に基づ

く制約を与え，この制約を解消するような生成プ
ランニングについて報告している .�/．これもテキ
スト生成に必要な処理をモジュール化し組み合わせ
る試みであるので，参考になる．実装を踏まえた上
で，部品化よって従来の複雑な制約を排除しきれる
のか．語彙的言い換えにおいては，どのような制約
に基づいて生成プランをたてればよいかについて考
える必要がある．

� おわりに

本稿では，語彙的言い換えに必要な修正8棄却の
知識に焦点を当て，先行研究，事例分析に基づいて
部品を定義した．これらの部品は，今回，新聞記事
を対象とし，いくつかの言い換えの種類を考えた限
りでは，表 �に示す通りある程度の再利用性を示
すことができた．しかし，対象が替わったとき，新
たな種類の言い換えを考えたときにどれだけ対応で
きるかの予測はついていない．しかし，修正処理の
単位を細かくし，必要な知識，制約，処理を単純に
しておけば，再利用もチューニングも容易になる可
能性はある．
現状では，各部品の内部のモデリングについては

検証が不十分であるし，本稿で示した部品化の手
法，および部品の定義はあくまで「たたき台」に過
ぎない．したがって，今後も方法論，部品の評価手
法について検討を重ねる必要がある．
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付録� 修正部品の外部仕様

ここでは，定義した部品の外部仕様とその部品の

適用例を示す．�は局所的な適格性 0あるいは不適

格性1に基づく部品の発動条件，� は部品が担う処

理内容である．部品が不適格であると判断しても修

正できない場合は言い換えを棄却する 0＜棄却＞1．

各部品は，発動条件 � を満たすか否かを判定する

ために，対象パタンをすべて監視するものとする．

共起に基づく不適格性を解消するためには，単語

を別の単語に言い換えるというアプローチも考えう

る．これを実現するためには，修正部品からの言い
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換え処理全体のカスケード呼び出し，または単語か

ら単語への言い換えに関する知識を特別に扱う必要

がある．今後，部品の内部仕様を具体的に定めるに

あたって，このように図 �のモデルで説明できない

部分の拡張も検討が必要である．

��� 言語モデル

語の活用形修正

�：活用語��が語��に係るまたは連接するとき，��

の活用形が不適切である．

�：�� と ��に基づいて，�� の活用形を修正する．

例：終わるますた �終わりました

機能語の連接修正

�：語� と機能語 �が連接しえない．

�： � に相当し � と連接可能な機能語 �� があれば �

を ��に置き換え，そうでないならば棄却する�．

例：泳いている �泳いでいる
意外の負け方 �意外な負け方
比例される�＜棄却＞

格助詞の補完

�：名詞 � が助詞を介さずに動詞 � に係っている．

�： � の格フレームに基づき，� と � の間に適切な助
詞を � を補完する．

例：山田さんりんごを食べる �山田さんがりんごを食
べる

重複する格の整合

�：動詞 � の格フレームにおいて，同じ格スロット �

に対して &つのフィラー ��，��がある�．

�： ��，��の関係に基づいて，いずれかを選択するか
名詞句 �� の ��>��?	@を生成する．

例：タクシーに乗り物に乗る �タクシーに乗る
話をじゃまをする �話のじゃまをする

兄弟格の共起

�：動詞 � の格フレームにおいて，格スロット �� の
フィラー ��と ��のフィラー��が共起しえない�．

�： ��と ��のいずれかをそれと同義の語� に言い換
えることができなければ棄却する．

例：涙が彼の目から流れた．�＜棄却＞

�「変えるべきだ流行 � 変えるべき流行」のように語を削
除したり，逆に挿入したりする処理も考えられるが，現状では
これらは仕様に含めていない．

�� つ以上の要素が対象となる場合は同部品が複数回作用す
ることになる．

修飾語同士の整合
�：ある語 � を修飾する &つの語 ��，�� が共起し

えない�．

�：��，��のいずれかをそれと同義の語� に言い換
えることができなければ棄却する．

例：来年以降も厳しく厳重に監視していくべきだ �来
年以降も �厳しく�厳重に �監視していくべきだ

格と主動詞の整合
�：動詞 � の格フレームのにおいて，� が伴う接尾辞，

あるいは � 自身が持つモダリティを考慮した上で，
ある格スロット � のフィラー � が選択制限を満た
していない．

�： � が別の空いている格スロット � �の選択制限を満
たすならば � を � �に置き換え，そうでなければ棄
却する．

例：現代社会に原因となっている �現代社会が原因と
なっている
「三ちゃん農業」が兼業に農業を変えられます �
＜棄却＞

修飾語と主動詞の整合
�：ある語� が動詞 � を修飾しえない．

�：� をそれと同義の語� � に言い換えることができ
なければ棄却する．

例：就業条件が大きく悪くなる � 就業条件 � 極めて�

非常に�実に�大変 �悪くなる

��� 等価性保証モデル

内容語の指示的意味の整合
�：内容語 �が新しく生成された．

�：言い換え前の対応する語 �� を同定し，指示的意味
の差分が文脈に照らして無視できない場合は棄却
する．

例： �
 昔は一つも通らなかった法案が連続して通った，
�
 
 
 
法案が継続して通った �＜棄却＞

テンス・アスペクトの整合
�：ある動詞 � について，テンス・アスペクト表現 �

が一意に決まらない．

�：原文中の � を参照し，テンス・アスペクト表現を
修正する

例： �
 せっかく宴会に行ったのにジュースしか飲まな
かった，�
 せっかく宴会に行ったのに飲まのはジュー
スだけた �せっかく宴会に行ったのに飲んだのは
ジュースだけだった

文末表現の整合
�：文末の述語 ��
�が新しく生成された．

�：言い換え前の述語 ��
��を参照し，文末表現を修正
する．

例： �
 金利の変動を分析しろ，�
 金利の変動を細かく
細かく調べる �金利の変動を細かく調べろ
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